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Saluton SESanoj！

Korvoj kovas ilian ovojn sur arboj tie kaj Ĉ i tie. Kiam vi
preterpasas sub la arbo,ili foje atakas vin. Mi vidis
kelkfoje tian situacion kai mi mem estis iam alsaltita.
Mia edzino havas memfidon ke ili neniam atakas Ŝ in,Ĉ ar
Ŝ i Ĉ iam alparolas al ili Ŝ ian amikecan koron kun tenera
vo Ĉ o. Kiam nia nepo vidis Ŝ ian parolon al korvon,li
mire raportis al mi. "Avino povas paroli kun korvo!" Ĉ
u iu ajn provos Ĉ i tiun manieron?(H,Ŝ)

新会員紹介：Ｓ－ｒｏ Ｃｈａｒｌｅｓ Ｍｕｅｌｌｅ
ｒとそのお嬢さんの Ｆ－ｉｎｏ Ｍａｊａ．Ｗａｓｈ
ｉｎｇｔｏｎ, Ｄ.Ｃ. から来日、Ｓ－ｒｏは藤学園の
先生です。例会にも出ておられますし、土曜の合宿にも
川合さんのクラスに出席されました。

ＨＥＬ合宿報告： ６／２９，３０日出席者は１５名、
元会員１名を除き，全て会員、会員外の新人は来られな
かったのでクラスは二つ、星田さんの上級（５名）と川
合さんの中級（９名）でした。上級では多くの方がすで
に読んでいる "Fundamento de Esperanto" の中の"Felno"
で問題ありそうな所を読み、疑問のあるところ、主 に
Ŝｉやｌｉなど代名詞がどれを指すか、文章の本当の意
味はどういうことか、などをエスペラントで討論すると
いうことでした。しかし、討論は段々に日本語が多くな
りましたし、代名詞の指すところが中々的確にわからず、
出席者の読み方が甘いという厳しい指摘をされました。
中級ではオーストリアのエス記事、Kafe kun kato とネ
ットの ”Lastaj nova Ĵ oj" をテキストにして川合さん
の詳細な説明を聞きながら勉強しました。また星田さん
の相変わらずの美声による歌の指導もありました。


